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ランジュバン方程式による核分裂の記述について概観し、アクチナイド領域で見られる質量非対称分裂を

含む分裂片の質量分布の記述に必要な４次元化の重要性について報告する。 
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1. 緒言 

核分裂過程を記述し、種々の物理量を計算できる有力な枠組みとして、ランジュバン方程式により原子

核の変形の時間発展を計算する方法がある。アクチナイド領域で見られる質量非対称分裂を含む分裂片の

質量分布を記述するには、原子核の伸び、質量非対称度、二つの分裂片の変形度の少なくとも４つの自由

度を含む変形を考える必要があり、このためのランジュバン計算の４次元化が必要である。 

 

2. これまでの経緯と今後の発展 

少数の遅い自由度（集団自由度）が多数の速い自由度（熱浴）と相互作用する場合に、集団自由度の動

力学を記述する枠組みとして揺動散逸動力学がある。いわゆるブラウン運動がこれにあたり、数学的には

フォッカープランク方程式やランジュバン方程式で記述される。誘起核分裂に初めてこれを適用したのは

Kramers(1940)で、我々は、変形自由度の多次元化を行うことで核分裂幅だけでなく、分裂片の全運動エネ

ルギーや質量分布なども扱えるようにした[1, 2, 3]。変形パラメータの数と扱える物理量には関係があり、

また複数の物理量を扱う場合にはそれらの整合性が重要であることを示す。特に、アクチナイド領域で見

られる質量非対称分裂を含む分裂片の質量分布を定量的に記述するには、二つの分裂片の変形度を独立に

扱うことが必要で、このためのランジュバン計算の４次元化が必要である。この際、変形ポテンシャルの

殻補正を精密に計算することが特に大切で、そのためにこれまでの計算法を改良する。 

 

3. 結論 

ランジュバン方程式は誘起核分裂の研究に用いられ実験データの解析に役立ってきた。核分裂片の変形

を適切に取り入れることにより、陽子数や中性子数によって非対称分裂が優勢になったり、対称核分裂が

優勢になったりする機構を明らかにでき、核分裂過程のより深い理解につながると期待できる。 
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